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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
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・脇田ほか（1992）等で兵庫県新温泉町沖から島根県松江市美保関町南方を通り島根半島東部の陸域に示された「鳥取
沖の断層」について，当社，海上保安庁水路部（1991）等の音波探査記録に基づいて，分布性状，活動性等を検討した。 

・また，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）では，「Ｆ５５断層」として約95kmが同時に破壊するとしてグルーピングされ
ている。 

島根原子力発電所 

他機関の音波探査記録 

松江市 

島根原子力発電所 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖における調査の概要 
 新規 

（20140319資料３－１ 
P９２から大幅に変更） 
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・「鳥取沖の断層」は，東北東－西南西走向の複数の断層から成る断層
であり，西部に位置する断層及び撓曲を一括して「鳥取沖西部断層」，
東部に位置する断層及び撓曲を一括して「鳥取沖東部断層」と呼称 

 する。 
・鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層については，その間に上部更新
統に変位や変形が及んでいない区間が狭在し，連動の可能性は低い
と考えられるが，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）により，鳥取
沖西部断層と鳥取沖東部断層が同時に破壊するとしてグルーピングさ
れていることを踏まえて連動を考慮し，西端を鳥取沖西部断層の西端
となるNo.1測線，東端を鳥取沖東部断層の東端となるE7測線とする，
最大約98kmを評価長さとする。 

島根原子力発電所 

N
o
.1 

E
7
 

他機関の音波探査記録 

第297回審査会合 
資料3 P20 加筆・修正 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の評価 
 凡   例 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が否定できないもの 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が認められないもの 

Ｈ２９．９２９ Ｐ１９０ 
・国交省報告書において，日本海における最大クラスの津波断層モデルの設定に関する検討結果が示されている。また，海底断層の検討
は，「測線数が最も多い産業技術総合研究所の反射断面データの解釈に基づいて海底の断層トレースを設定。」とされている。 

・国交省報告書によると，断層のグルーピングについては，「最大規模の津波想定のための津波断層モデルを設定することを念頭に，同時
に破壊すると考えられる概ね40km程度以上となる長さの断層帯をグルーピングした。」「グルーピングは，断層離隔距離だけでなく，断層
面の傾斜方向や関連する地質構造も考慮して判断した。」とされている。 

・鳥取沖の断層については，国交省報告書により，鳥取沖西部断層と鳥取沖東部断層が同時に破壊するとしてグルーピングされていること
を踏まえ，鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の連動を考慮した場合の最大約98kmを評価長さとしている。 

第297回審査会合 資料3 P20 

・「鳥取沖の断層」は，東北東－西南西走向の複数の断層からなる断

層であり，西部に位置する断層及び撓曲を一括して「鳥取沖西部断

層」，東部に位置する断層及び撓曲を一括して「鳥取沖東部断層」と

呼称する。 

・鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層については，その間に上部更

新統に変位や変形が及んでいない区間が狭在し，連動の可能性は低

いと考えられるが，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）により，

鳥取沖西部断層と鳥取沖東部断層が同時に破壊するとしてグルーピ

ングされていることを踏まえて連動を考慮し，西端を鳥取沖西部断層

の西端となるNo.1測線，東端を鳥取沖東部断層の東端となるE7測線

とする，最大約98kmを評価長さとする。 
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W23BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

←N S→ 

約250m 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

M3 
[エアガン・マルチ] 

約1ｋm 

推定断層（変形） 

推定断層（変位） 

M
3
 

W
2
3
B

M
 

V.E.≒３ 
エアガン 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層の代表測線（音波探査記録） 
 

第226回審査会合 
資料3 P33 加筆・修正 

・原記録にした 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′
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W23BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

←N S→ 

約250m 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

M3 
[エアガン・マルチ] 

B1 

B3 
C 

Ｃ 
Ｂ Ｃ 

Ｄ1 Ｄ1 

S28 

S30 

S29 

B1 

B2 

B3 

C 

・S28断層は主にＤ2層の高まりの南縁を限っていることから，鳥取沖西部断層の主断層と考え
られる。これに対し，そのほかの断層はＤ2層の高まりの中に位置していることから，副次的
な断層と考えられる。 

・S29断層及びS32撓曲は，Ｂ1層に変位を与えているため，後期更新世以降の活動を考慮する
ものとした。 

S32 

S29 

Ｂ 

Ｄ2 
Ｄ2 

約1ｋm 

S30想定位置 
（ｴｱｶﾞﾝM3測線で確認された断層） 

S28想定位置 
（ｴｱｶﾞﾝM3測線で確認された断層） 

S32 

推定断層（変形） 

推定断層（変位） 

第226回審査会合 
資料3 P33加筆・修正 

M
3
 

W
2
3
B

M
 

V.E.≒６ 
ブーマー 

11
°
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′

16
°
06
′

24
°
36
′
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°
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′

1°41′

5°
30′

7°
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′
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28′

V.E.≒３ 
エアガン 

29
°
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′

42
°
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′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′

第226回審査会合 
資料3 P33 加筆・修正 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層の代表測線（音波探査解析図） 
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約250m 

約1ｋm 

E3WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

S→ 

←N S→ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

E3AG 
[エアガン・マルチ] 

←N 

E
3
W

G
 

E
3
A

G
 

V.E.≒３ 
エアガン 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
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′
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°
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′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖東部断層の代表測線（音波探査記録） 
 

9/5 E３WG はSTKをE3AGは
MIGを使って解釈図を作成して
いるのはなぜ？報告書or 総合
地質に要確認 
 
回答：基本的にAGは先行解析し
た美保湾を除きMIGになってい
ます。WGは，断層の端部など詳
細に見たいときに，審査資料の
段階からMIGを使用したものが
あります。MIGを使用した側線は
ランダムなので一概ではありま
せん。 
 

新規 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′
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約250m 

約1ｋm 

E3WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

S→ 

←N S→ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

E3AG 
[エアガン・マルチ] 

←N 

S6 S3 S5 S4 

S6 S3 S5 S4 

・S4断層及びS5断層はD2層の高まりの南縁に位置することから，宍道褶曲帯の南縁に分布する断層と考えられる。
これに対し，そのほかの断層はＤ2層の高まりの中に位置していることから，副次的な断層と考えられる。 

・S3断層は，B2層まで変位が認められ，その上位のB1層が欠如することから，後期更新世以降の活動が認められる
断層と評価した。 
・S3断層は，東西走向を示し，北側の単独断層や南側のS6断層との間に地層の盛り上がりが認められること等から，
高角度の横ずれ断層と考えられる。 

Ｃ 

Ｄ1 

Ｄ2 

Ｄ2 

B2 B4 

C 

D1 

B4 

D2 

B2 

E
3
W

G
 

E
3
A

G
 

V.E.≒３ 
エアガン 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖東部断層の代表測線（音波探査解析図） 
 

解釈は浜坂層群再解析版 
*D1層上面が下部に移動 

新規 
コメントは 
第515回 P198 

・S3断層，S4断層，S5断層及びS6断層が認められる。 
・S3断層は，B2層まで変位が認められ，その上位のB1層が欠如することから，後期更新世以降
の活動が認められる断層と評価した。 

・S3断層は，東西走向を示し，北側の単独断層や南側のS6断層との間に地層の盛り上がりが
認められること等から，高角度の横ずれ断層と考えられる。 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

29
°
60
′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10°
54′

15
°
38
′

6°
55′

・S4断層及びS5断層は主にＤ2層の高まりの南縁を限っていることから，鳥取沖東部断層の主断層と考え
られる。これに対し，そのほかの断層はＤ2層の高まりの中に位置していることから，副次的な断層と考
えられる。 

・S3断層は，B2層まで変位が認められ，その上位のB1層が欠如することから，後期更新世以降の活動を
考慮するものとした。 
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←N S→ 

E7BM 
[ブーマー・マルチ] 

約250m 

E7WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

V.E.≒６ 
ブーマー 
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°
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°
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′

24
°
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′
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°
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1°41′
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30′
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28′

V.E.≒３ 
ウォーターガン 
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°
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°
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′
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°
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°
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3°22′
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′

15
°
38
′

6°
55′

約250m 

S→ ←N 

（0.30sec） 

300m 
（0.40sec） 

（0.35sec） 

（0.25sec） 

150m 
（0.20sec） 

200m 
 

250m 
 

（0.45sec） 

350m 
 

新規 

E
7
B

M
 

E
7
W

G
 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の東端（音波探査記録） 

 

第297回審査会合 
資料3 P32 加筆・修正 

↑ 
BMだけ公開していたが

WGを追加 

第297回審査会合 
資料3 P32 加筆・修正 
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C 

D1 

←N S→ 

B2 B4 

E7BM 
[ブーマー・マルチ] 

・鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の東端にあたるＫ１撓曲東方延長部において，
Ｃ層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

K1 
東方延長部 

約250m 

E7WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

V.E.≒６ 
ブーマー 

11
°
14
′

16
°
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′

24
°
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′
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°
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′

1°41′
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′
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V.E.≒３ 
ウォーターガン 

29
°
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′

42
°
29
′

62
°
07
′

21
°
40
′

3°22′

10
°
54
′

15
°
38
′

6°
55′

B2 

B4 

約250m 

S→ ←N 

K1 
東方延長部 

C 

D1 

（0.30sec） 

300m 
（0.40sec） 

（0.35sec） 

（0.25sec） 

150m 
（0.20sec） 

200m 
 

250m 
 

（0.45sec） 

350m 
 

新規 

E
7
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E
7
W

G
 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の東端（音波探査解析図） 

 

第297回審査会合 
資料3 P32 加筆・修正 

↑ 
BMだけ公開していたが

WGを追加 

解釈は浜坂層群再解析版 
*D1層上面が下部に移動 

第297回審査会合 
資料3 P32 加筆・修正 
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約250m 

約1ｋm 

No.1BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

←N S→ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

Ｍ５ 
[エアガン・マルチ] 

M
5
 

N
o
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B
M

 

V.E.≒６ 
ブーマー 
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エアガン 
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の西端（音波探査記録） 

 

第226回審査会合 
資料3 P49 加筆・修正 原記録とした 

 
 

第515回審査会合 
資料1-1 P179 加筆・修正 

 
以上でもある 
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約250m 

約1ｋm 

No.1BM 
[ブーマー・マルチ] 

←N S→ 

←N S→ 

断層想定位置 
（直上） 
 
断層想定位置 
（傾斜延長） 
 

B3 

Ｃ 
Ｂ 

Ｃ 
Ｄ1 

Ｄ2 

Ｄ2 

S30 

S31 

B1 

B2 

D1 

C 

B1 

B2 B3 C 

B1 

B2 

B3 

A 

・エアガン記録において認められたS28断層，S30断層及びS31断層は，ブーマー記録におい
て，B3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

・また，鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の西端にあたるS29断層及びS32撓曲延長部
において，断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

S28 

Ｂ 

Ｄ2 

Ｄ1 

S30想定位置 
（ｴｱｶﾞﾝM5測線で確認された断層） 

S28想定位置 
（ｴｱｶﾞﾝM5測線で確認された断層） 

S31想定位置 
（ｴｱｶﾞﾝM5測線で確認された断層） 

Ｍ５ 
[エアガン・マルチ] 

S29，S32 
西方延長部 

S29，S32 
西方延長部 

M
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N
o
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B
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V.E.≒６ 
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 

鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の西端（音波探査解析図） 

 

第226回審査会合 
資料3 P49 加筆・修正 

・エアガン記録において認められたS28断層，S30断層及びS31断層は，ブーマー
記録においてB3層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

・また，鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層の西端にあたるS29断層及びS32
撓曲西方延長部において，Ｃ層以上に変位や変形は認められない。 

第515回審査会合 
資料1-1 P179 加筆・修正 

 
以上でもある 
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余白 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
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 ・脇田ほか(1992)等で島根県中部沿岸の大陸棚に示された「大田沖の断層」について，当社，地質調査所等の音波
探査記録に基づいて，分布性状，活動性等を検討した。 

島根原子力発電所 

他機関の音波探査記録 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖における調査の概要 
 

第95回審査会合 
資料3-1 P146 加筆・修正 

・平面図 変更 
・追加調査追記 
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・「大田沖の断層」については，文献に示されている断層の位置に，断層及び撓曲が認められる。これらの断層及び

撓曲はセンスが必ずしも一致しないものの，全体として走向が概ね東北東－西南西方向で近接して雁行している

ため，一連のものとし，後期更新世以降の活動を考慮する区間の西端をGC-H測線，東端をNo.38.7測線とする，最

大約53kmを「大田沖断層」として評価した。 

島根原子力発電所 

G
C

-
H

 

N
o
.3

8
.7

 

他機関の音波探査記録 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の評価 
 

fod-4 

fod-5 
fod-3 

fod-2 

fod-1a 

fod-1b 

fod-6 

fod-7 

fod-8 

fod-9 

fod-11 

fod-10 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が否定できないもの 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が認められないもの 
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GC-OBM 
[ブーマー・マルチ] 

GC-OWG 
[ウォーターガン・マルチ] 

←N S→ 

←N S→ 

原記録にした。 
 
２２６回審査会合ではWGとBMをそれぞ
れ分けて原記録を示している。 
 

G
C

-
O

W
G

 
G

C
-
O

B
M

 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の代表測線（音波探査記録） 
 

第226回審査会合 
資料3 P228 加筆・修正 
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・fod-4断層，fod-5断層及び単独断層が認められる。 
・fod-4断層は，背斜軸付近に位置し， Bx層までに変位が認められるため，後期更新世以
降の活動を考慮する断層と評価した。 
・fod-5断層は，背斜構造南縁に位置し， C層下部までに変位， Bx層までに変形が認めら
れるため，後期更新世以降の活動を考慮する断層と評価した。  

約250m 
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コメント修正 

単独断層 

単独断層 
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W
G
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C
-
O

B
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の代表測線（音波探査解析図） 
 

第226回審査会合 
資料3 P228 加筆・修正 

・大田沖断層の中央部には、fod-4断層及びfod-5断層が分布する。 
・fod-4断層は，背斜軸付近に位置し， Bx層までに変位が認められるため，後期更新世以
降の活動を考慮するものとした。 
・fod-5断層は，背斜構造南縁に位置し， C層下部までに変位， Bx層までに変形が認めら
れるため，後期更新世以降の活動を考慮するものとした。  
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の東端（音波探査記録） 
 

第226回審査会合 
資料3 P270 加筆・修正 

原記録にした。 
 
２２６回審査会合ではWGとBMをそれぞ
れ分けて原記録を示している。 
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・大田沖断層の東端はfod-1a断層及びfod-2断層に相当する。 
・ fod-1a断層及びfod-2断層は，C層下部までに変位，C層上部に変形が認められ
るが， Bx層に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

fod-1a fod-2 

単独断層 

単独断層 

コメント修正 
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の東端（音波探査解析図） 
 

第226回審査会合 
資料3 P270 加筆・修正 

・大田沖断層の東端はfod-1a断層及びfod-2断層に相当する。 
・fod-1a断層は，C層下部までに変位，C層上部に変形が認められるが， Bx層に
断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 
・fod-2断層は， C層下部までに変位，C層上部に変形が認められるが， Bx層に断
層活動を示唆する変位や変形は認められない。 
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の西端（音波探査記録） 
 

第226回審査会合 
資料3 P324 加筆・修正 

原記録にした。 
 
２２６回審査会合ではWGとBMをそれぞ
れ分けて原記録を示している。 
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・fod-8断層及びfod-9断層はC層までに変位が認められるが， Bx層に断層活動を
示唆する変位や変形は認められない。 
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３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （２）大田沖断層 

大田沖断層の西端（音波探査解析図） 
 

第226回審査会合 
資料3 P324 加筆・修正 

コメント修正 
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余白 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 
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・国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）によると，最大規模の津波想定のための津波断層モデルを設定することを念
頭に，同時に破壊すると考えられる断層帯をグルーピングしたとされる「Ｆ５７断層（断層長さ：約102km）」が示されている。 
・Ｆ５７断層は，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）の評価に基づき震源を考慮する活断層として取り扱うが，断層端
部評価に当たっては，地質調査所（現産業技術総合研究所）の音波探査記録及び当社音波探査記録により検討した。 

島根原子力発電所 

Ｆ ５ ７ 断 層 

他機関の音波探査記録 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （３）Ｆ５７断層 

Ｆ５７断層周辺における調査の概要 
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・地質調査所（現産業技術総合研究所）及び当社音波探査記録により断層端部について検討した結果，西端をGD-34.5
測線，東端をGC-Q測線とする，最大規模の断層のグルーピングを考慮した最大約108kmを評価長さとした。 
・なお，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）によると，Ｆ５７断層と大田沖断層は異なる断層グループとして評価さ
れている。 

島根原子力発電所 

G
C
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他機関の音波探査記録 

検討事項 
○Ｆ５７断層と大田沖断層の連動否定根拠 
・大田沖断層は，大社山塊から西方に延びる基盤の高
まりの南縁に位置している一方，Ｆ５７断層の東部は，
これとは別の基盤の高まりの南縁に位置している。ま
た，両断層の離隔距離が約10km以上あることから，両
断層が地下深部で収斂している可能性は低いと考えら
れる。 
 
 
 
 
 
・国交省は最大のグルーピングを考慮したとされている
が両断層はグルーピングされていない 
・両断層は共に横ずれ断層であり，断層面が概ね垂直
であること，離隔距離が7～8km程度あり並走している
ことから深部で会合しない 
・両断層は異なる重力異常に対応している 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （３）Ｆ５７断層 

Ｆ５７断層の評価結果 
 

第297回審査会合 
資料3 P34 加筆・修正 

図面修正 
（ケバを南落ちから北落ち
に変更） 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が否定できないもの 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が認められないもの 

これまでは各断層の代表
と端部測線をしめしている
がここでは代表測線がな
い。 
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S→ ←N 

V.E.≒18 

GC-Ｑ 
[産業技術総合研究所 
（エアガン・シングル）] 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （３）Ｆ５７断層 

Ｆ５７断層の東端（音波探査記録） 
 

第297回審査会合 
資料3 P37 加筆・修正 

図面修正 
（ケバを南落ちから北落ち
に変更） 

案内図修正 
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V.E.≒18 

Ｆ５７ 
東方延長部 

・Ｆ５７断層東方延長部において，断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

GC-Ｑ 
[産業技術総合研究所 
（エアガン・シングル）] 

Bx 

D2 
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D1 

大田沖断層 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （３）Ｆ５７断層 

Ｆ５７断層の東端（音波探査解析図） 
 

第297回審査会合 
資料3 P38 加筆・修正 

図面修正 
（ケバを南落ちから北落ち
に変更） 

案内図修正 
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SE→ ←NW 

V.E.≒20 

GD-34.5 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （３）Ｆ５７断層 

Ｆ５７断層の西端（音波探査記録） 
 

第297回審査会合 
資料3 P45 加筆・修正 

図面修正 
（ケバを南落ちから北落ち
に変更） 

案内図修正 



90 

SE→ ←NW 

Ｆ５７ 
西方延長部 

V.E.≒20 

・Ｆ５７断層西方延長部において，断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

GD-34.5 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

Bx 

D2 
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D1 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （３）Ｆ５７断層 

Ｆ５７断層の西端（音波探査解析図） 
 

第297回審査会合 
資料3 P46 加筆・修正 

図面修正 
（ケバを南落ちから北落ち
に変更） 

案内図修正 



91 

余白 
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１．敷地周辺海域の地質・地質構造 
２．敷地前面海域の断層活動性評価 
（１）Ｆ－Ⅲ断層，Ｆ－Ⅳ断層及びＦ－Ⅴ断層 
（２）ＦＫ－１断層 
（３）Ｋ－４撓曲，Ｋ－６撓曲及びＫ－７撓曲 
（４）Ｆ－①断層及びＦ－②断層 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 
（１）鳥取沖西部断層及び鳥取沖東部断層 
（２）大田沖断層 
（３）Ｆ５７断層 
（４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 



93 
３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層周辺における調査の概要 

島根原子力発電所 

・国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）で，隠岐諸島の南西沖に約27kmの断層（断層番号なし，以下ＦＫＯ断層とす
る）が示された。 
・ＦＫＯ断層は，国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）の評価に基づき震源として考慮する活断層として取り扱うが，
断層端部評価に当たっては，地質調査所（現産業技術総合研究所）の音波探査記録及び当社音波探査記録により
検討した。 

凡  例 

他機関の音波探査記録 
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 ・Ｋ－１撓曲及びＫ－２撓曲は，敷地前面海域北部に位置する２条の複背斜構造の北縁を形成する，東北東－西南西方向の走向，
北落ちの断層であり，地質構造上の類似性が認められ，撓曲間の距離が近いことから，連動するものとして評価した。 

  ・ＦＫＯ断層は，断層主部では国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）の評価を踏襲し，端部評価ではGB-120測線からGC-S測線
までを評価長さとする。 

  ・Ｋ－１撓曲及びＫ－２撓曲は北落ちの撓曲であることから南傾斜の断層面が想定され，一方，ＦＫＯ断層は音波探査記録から断層
面はほぼ90°の傾斜であるため，両断層は地下深部で収斂しないと考えられることから，連動の可能性は低いと考えられるが，t
当社調査範囲外であり，Ｋ－１撓曲に隣接して国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）にＦＫＯ断層が記載されていることを踏まえ，
Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の連動を考慮した場合の最大約36kmを評価長さとする。 

島根原子力発電所 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層：約36km 

G
C

-
S
 

他機関の音波探査記録 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の評価結果 
第297回審査会合 

資料3 P50 加筆・修正 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が否定できないもの 

主な断層のうち後期更新世以降の 

活動が認められないもの 
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←NW SE→ 

100m 

150m 

200m 

(0.10sec) 

(0.15sec) 

(0.20sec) 

(0.25sec) 

(0.30sec) 

(0.35sec) 

(0.40sec) 

300m 

250m 

SE→ 

約250m 

←NW 

・BM点線あり No.21BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.21WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

約250m 

新規 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 
ブーマー 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲の代表測線（音波探査記録） 



96 

・Ｋ－１撓曲は，背斜構造の北翼に沿って認められる撓曲であり，B1W層まで変位
が認められるため，後期更新世以降の活動を考慮するものとした。 

←NW SE→ 

D2 

B1w B2w C 

K-1 

D1 

A 

D2 

100m 

150m 

200m 

(0.10sec) 

(0.15sec) 

(0.20sec) 

(0.25sec) 

(0.30sec) 

(0.35sec) 

(0.40sec) 

300m 

250m 

SE→ 

約250m 

←NW 
K-1 

B1w 

B2w 

C 

D1 

・BM点線あり No.21BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.21WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

約250m 

新規 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 
ブーマー 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲の代表測線（音波探査解析図） 



97 

約500m 

No.22-1 
[スパーカー] ←N S→ 

35 34 33 29 32 31 30 36 37 38 

V.E. ≒ ８ 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－２撓曲の代表測線（音波探査記録） 
第95回審査会合 

資料3-2 P19 加筆・修正 案内図修正 
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・Ｋ－２撓曲は背斜構造の北翼に沿って認められる撓曲であり，Ｂ２Ｗ層までに変
形が認められ，Ｂ１Ｗ層は層理が不明瞭であるため，後期更新世以降の活動を
考慮するものとした。 

約500m 

No.22-1 
[スパーカー] 

A 

←N S→ 

D1 

35 34 33 29 32 31 30 36 

D2 

37 

B2W 

C 

B2W 

38 

D1 

B1W 

K-2 

V.E. ≒ ８ 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－２撓曲の代表測線（音波探査解析図） 

・Ｋ－２撓曲は背斜構造の北翼に沿って認められる撓曲であり，Ｂ２Ｗ層までに変
形が認められ，Ｂ１Ｗ層は層理が不明瞭であるため，後期更新世以降の活動を
考慮する断層と評価した。 

第95回審査会合 
資料3-2 P20 加筆・修正 ・解釈変更 

・案内図修正 



99 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

S→ ←N 

GC-U 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

G
C

-
Ｕ

 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

ＦＫＯ断層の代表測線（音波探査記録） 
第297回審査会合 

資料3 P57 加筆・修正 

案内図 調整 
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Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

ＦＫＯ K-1 
S→ ←N 

BX 

C 

GC-U 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

D2 

D1 

G
C

-
Ｕ

 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

ＦＫＯ断層の代表測線（音波探査解析図） 

・K-1撓曲及びＦＫＯ断層が認められる。 
・ＦＫＯ断層は，D2層の高まりの頂部に位置し， D2層上面以上に明瞭な変位や変形が認め
られ，正のフラワーストラクチャーを示す特徴がある。 

・ K-1撓曲及びＦＫＯ断層はBX層まで変形が認められるため，後期更新世以降の活動考慮
する断層・撓曲とj評価した。 

第297回審査会合 
資料3 P58 加筆・修正 

・案内図 調整 
・コメント修正 

・ＦＫＯ断層は，D2層の高まりの頂部に位置し， D2層上面以上に明瞭な変位や変形が認め
られ，正のフラワーストラクチャーを示す。 
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←NW SE→ 

No.21BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.21WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

約250m 

SE→ ←NW 

約250m 

100m 

150m 

200m 

(0.10sec) 

(0.15sec) 

(0.20sec) 

(0.25sec) 

(0.30sec) 

(0.35sec) 

(0.40sec) 

300m 

250m 

ＷＧ新規 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 
ブーマー 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の東端（音波探査記録） 
第297回審査会合 

資料3 P69 加筆・修正 
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←NW SE→ K-2 

B1w B2w C 

D1 

D2 

・Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の東端部にあたるＫ－２撓曲は，B2W層まで変形が
認められるが， B1W層以上に断層活動を示唆する変位や変形は認められない。 

No.21BM 
[ブーマー・マルチ] 

No.21WG 
[ウォーターガン・マルチ] 

約250m 

SE→ ←NW 

約250m 

100m 

150m 

200m 

(0.10sec) 

(0.15sec) 

(0.20sec) 

(0.25sec) 

(0.30sec) 

(0.35sec) 

(0.40sec) 

300m 

250m 

B1w 

B2w 

C 

D1 

D2 

K-2 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

'

43 24

'
23

'
36 6
0

16 58

14

11

'

'

'

30

7

5

3 28

'

1 '41

V.E.≒６ 
ブーマー 

V.E.≒３ 
ウォーターガン 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の東端（音波探査解析図） 
第297回審査会合 

資料3 P70 加筆・修正 ＷＧ新規 
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S→ 

←N 

GC-S 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

第297回審査会合 
資料3 P62再掲 

G
C

-
S

 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の西端（音波探査記録） 
第297回審査会合 
資料3 P61再掲 
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・Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の西端部にあたるＦＫＯ断層西方延長部において，
D2層上面以上の明瞭な変位やフラワーストラクチャーは見られず，断層活動を示唆する
変位や変形は認められない。 

ＦＫＯ 

西方延長部 S→ 

←N 

GC-S 
[産業技術総合研究所（エアガン・シングル）] 

BX 

C 

D2 

コメント修正 
G

C
-
S

 

Ｋ－１撓曲＋Ｋ－２撓曲＋ＦＫＯ断層 

V.E.≒18 

３．敷地周辺海域の断層活動性評価 （４）Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層 

Ｋ－１撓曲，Ｋ－２撓曲及びＦＫＯ断層の西端（音波探査解析図） 
第297回審査会合 

資料3 P62 加筆・修正 



105 参考：音波探査仕様（中国電力実施） 

調 査 機 関 中国電力株式会社 

調 査 海 域 敷地前面海域 敷地前面及び周辺海域 鳥取沖 美保湾 

調 査 年 1981 2007 2010 2014 1999 1998 

調 査 の 種 類 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 

マルチチャンネル 

ショートタイプ 

（デジタル方式） 

マルチチャンネル 

ショートタイプ 

（デジタル方式） 

マルチチャンネル 

ショートタイプ 

（デジタル方式） 

マルチチャンネル 

ショートタイプ 

（デジタル方式） 

マルチチャンネル 

ショートタイプ 

（デジタル方式） 

マルチチャンネル 

ショートタイプ 

（デジタル方式） 

マルチチャンネル 

（デジタル方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
マルチチャンネル 

（デジタル方式） 

発振器 スパーカー 
ブーマー 

（ジオパルス） 
ウォーターガン 

ブーマー 

（AA300） 
ウォーターガン 

ブーマー 

（AA300） 
ウォーターガン エアガン ウォーターガン 

エアガン 

（ＧＩガン） 

発振音源出力 700J 280J 

容量：15in3 

空気圧力：
130kg/cm2 

（約4,000J） 

300J 

容量：15in3 

空気圧力：
130kg/cm2 

（約4,000J） 

300J 

容量：15in3 

空気圧力：
130kg/cm2 

（約4,000J） 

容量：(300)in3 

空気圧力：
120kg/cm2 

（約60,000J） 

容量：15in3 

空気圧力：
130kg/cm2 

（約3,500J） 

容量：(45+105)in3 

空気圧力：
130kg/cm2 

（約17,000J） 

発振音の周波数 

(一般的) 
100～1000Hz 400～1,400Hz 50～250Hz 400～1,400Hz 50～250Hz 400～1,400Hz 50～250Hz 数Hz～128Hz 50～250Hz 数Hz～128Hz 

発振間隔 1.6sec 1.25m 2.5m 1.25m 2.5m 1.25m 2.5m 12.5m 1.6sec 12.5m 

受振器 1ch 
12ch 

受振点間隔：
2.5m 

12ch 

受振点間隔：
2.5m 

16ch 

受振点間隔：
2.5m 

16ch 

受振点間隔：2.5m 
16ch 

受振点間隔：2.5m 
16ch 

受振点間隔：2.5m 

48ch 

受振点間隔：
12.5m 

1ch 
48ch 

(一部24ch) 

受振点間隔：12.5m 

ケーブル長 － 約30m 約30m 約40m 約40m 約40m 約40m 約600m － 約300～600m 

データ収録時の 

周波数レンジ 
150～700Hz out～3kHz out～1.5kHz out～3kHz out～1.5kHz out～3kHz out～1.5kHz out～400Hz 50～500Hz off 

収録時間長 0.533sec 0.4sec 1.0sec 0.4sec 1.0sec 0.6sec 1.0sec 4.0sec 0.533sec 3.0sec 

収録時 

サンプリングレート 
－ 0.1msec 0.167msec 0.1msec 0.1msec 0.1msec 0.1msec 1.0msec － 1.0msec 

データ処理時 

サンプリングレート 
－ 0.1msec 0.5msec 0.1msec 0.5msec 0.1msec 0.5msec 1.0msec － 1.0msec 

第515回審査会合 
資料1-1 P275 加筆・修正 

515回審査会合よりも 
広域になった為，追記 



106 参考：音波探査仕様（他機関実施） 

調 査 機 関 原子力安全保安院  地質調査所 

調 査 海 域 
敷地前面海域 

及び美保関沖 
島根・鳥取沖 隠岐海峡 見島沖・見島北方・響灘 

調 査 年 2008 1986 1977 1978 1985 

調 査 の 種 類 
マルチチャンネル 

 （デジタル方式） 
マルチチャンネル 

 （デジタル方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 
シングルチャンネル 

（アナログ方式） 

発振器 ブーマー ウォーターガン エアガン 
サブボトムプロ

ファイラー
（3.5kHz） 

エアガン スパーカー 
サブボトムプロ

ファイラー
（3.5kHz） 

エアガン スパーカー 
サブボトムプロ

ファイラー
（3.5kHz） 

エアガン 
サブボトムプロ

ファイラー
（3.5kHz） 

発振音源出力 300J 

容量：15in3 

空気圧力：
130kg/cm2 

（約3,500J） 

容量：
120in3×2 

空気圧力：
115kg/cm2 

（約80,000J） 

  

容量：
120in3×2 

空気圧力：
115kg/cm2 

（約80,000J） 

10,000J   

容量：40in3×2 

(波形整形器付
き) 

空気圧力：
105kg/cm2 

（約24,000J） 

10,000J   

容量：
120in3×2 

(波形整形器付
き) 

空気圧力：
105kg/cm2 

（約72,000J） 

  

発振音の周波数 

(一般的) 
50～10,000Hz 50～2,500Hz 数Hz～128Hz   数Hz～128Hz 100～1000Hz   数Hz～128Hz 100～1000Hz   数Hz～128Hz   

発振間隔 1.6～1.8m 9.375m 8sec   8sec －   4sec 2.26sec   6sec   

受振器 
18ch 

受振点間隔：
3.125m 

48ch 

受振点間隔：
6.25m 

1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 

ケーブル長 約56m 約300m －   － －   － －   －   

データ収録時の 

周波数レンジ 
3.8～3,400Hz 3.8～1,700Hz 

40～125Hz 

(20～98Hz) 
  

40～125Hz 

(20～98Hz) 
100～300Hz 

150～350Hz 
  31～125Hz 60～160Hz   

10～125Hz 

20～200Hz 
  

収録時間長 0.5sec 2.0sec 
2.0sec 

4.0sec 
700ｍ 

2.0sec 

4.0sec 
1.067sec 700ｍ 2.0sec 

2.0sec 

1.067sec 
700ｍ 2.0sec 700ｍ 

収録時 

サンプリングレート 
0.125msec 0.25msec －   － －   － －   －   

データ処理時 

サンプリングレート 
- - －   － －   － －   －   
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107 参考：音波探査仕様（他機関実施） 

調 査 機 関 海上保安庁水路部[海の基本図(1/5万)] 
海上保安庁水路部 

[大陸棚の基本図 

(1/20万)] 

調 査 海 域 隠岐北部 隠岐南部 余部埼 鳥取 赤埼 美保関 日御碕 大社 江津 浜田 須佐 
鳥取沖・隠岐海峡・ 

日御碕沖・見島沖・ 

見島北方・響灘 

調 査 年 1986 1989 1992 1991 1990 1991 1990 1992 1994 1995 1994 1974～1976 

調 査 の 種 類 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングル
チャンネル 

（アナログ方
式） 

シングルチャンネル 

（アナログ方式） 

発振器 
スパーカー

(9連) 
ソノプローブ スパーカー ソノプローブ 

ウォーター
ガン 

ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ スパーカー ソノプローブ エアガン 

発振音源出力 
最大

5,000J 
36J 200J 36J 4000J 36J 4000J 36J 300J 36J 700J 36J 200J 36J 200J 36J 200J 36J 200J 36J 200J 36J - 

発振音の周波数 

(一般的) 
100～

1000Hz 
2,000～
6,000Hz 

350～
2,000Hz 

2,000～
6,000Hz 

50～
250Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

100～
1000Hz 

2,000～
6,000Hz 

数Hz～128Hz 

発振間隔 1sec 0.33sec － － 2.00sec - 2.00sec - － - 1.33sec 0.33sec － 0.33sec － 0.33sec 1.067sec - 0.533sec - 0.533sec - - 

受振器 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 1ch 2ch 

ケーブル長 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 

データ収録時の 

周波数レンジ 
125～

2,000Hz 
1,200～
8,000Hz 

350～
2,000Hz 

－ 
160～
620Hz 

- 
100～

2,000Hz 
- 

150～
500Hz 

－ 
100～

1,000Hz 
2,000～
6,000Hz 

350～
2,000Hz 

3,500Hz 
200～

2,000Hz 
2,000～
7,000Hz 

300～
2,000Hz 

- 
300～

3,500Hz 
- 

100～
2,000Hz 

1,200～
8,000Hz 

60～300Hz 

収録時間長 1.0sec 0.067sec 
0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 0.5sec 0.067sec 1.0sec 0.067sec 0.5sec 0.067sec 

0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 

0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 

0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 

0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 

0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 

0.267sec 

0.533sec 
0.067sec 

2.0sec 

3.0sec 

収録時 

サンプリングレート 
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 

データ処理時 

サンプリングレート 
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 

第515回審査会合 
資料1-1 P276 加筆・修正 

515回審査会合よりも 
広域になった為，追記 



108 参考文献 

  (1)伊藤康人・荒戸裕之（1999）：九州西方－山陰・北陸海域日本海南部における鮮新世以降の応力場変遷，地質ニュース 第541
号 

  (2)鹿野和彦・山内靖喜・高安克己・松浦浩久・豊遙秋(1994)：松江地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅），地質調 
査所  

  (3)多井義郎(1973)：いわゆる宍道褶曲帯について，地質学論集 第９号 

  (4)鹿野和彦・吉田史郎(1985)：境港地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１地質図幅），地質調査所 

  (5)鎌田浩毅（1999）：西南日本弧と琉球弧の会合部に見られる６Maと２Maの広域テクトニクス転換の重要性，月刊地球 Vol.21 
No.10 

  (6)地質調査総合センター編(2013)：日本重力CD-ROM，第２版，数値地質図，地質調査総合センター 

  (7)活断層研究会編(1991)：[新編]日本の活断層－分布図と資料 東京大学出版会  

  (8)玉木賢策・本座栄一・湯浅真人・西村清和・村上文敏(1981)：日本海中部海域広域海底地質図（100万分の1），海洋地質図，15
号，地質調査所  

  (9)玉木賢策・湯浅真人・村上文敏(1982)：隠岐海峡海底地質図（20万分の1）及び同説明書，海洋地質図，20号，地質調査所  

 (10)脇田浩二・岡村行信・粟田泰夫(1992)：日本地質構造図 1:300万，日本地質アトラス（第2版），地質調査所編 朝倉書店 

 (11)海上保安庁水路部(1978)：大陸棚の海の基本図（20万分の1），海底地質構造図「隠岐海峡」  

 (12)海上保安庁水路部(1991)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「日御碕」  

 (13)海上保安庁水路部(1992)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「美保関」  

 (14)徳山英一・本座栄一・木村政昭・倉本真一・芦寿一郎・岡村行信・荒戸裕之・伊藤康人・徐垣・日野亮太・野原壯・阿部寛信・坂
井眞一・向山健二郎(2001)：日本周辺海域中新世最末期以降の構造発達史，海洋調査技術 13，1 

 (15)国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）：日本海における大規模地震に関する調査検討会 報告書 

 (16)海上保安庁水路部(1993)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「大社」  

 (17)海上保安庁水路部(1991)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「赤碕」  

 (18)海上保安庁水路部(1990)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「隠岐南部」  

 (19)日本水路協会(2008)：海底地形デジタルデータM013Ver2.0「隠岐」  

 (20)本座栄一・玉木賢策・湯浅真人・村上文敏・石橋壽一・上嶋正人(1979)：日本海南部および対馬海峡周辺広域海底地質図（100
万分の1），海洋地質図，13号，地質調査所  



109 参考文献 

 (21)山本博文・上嶋正人・岸本清行(1989) ：鳥取沖海底地質図（20万分の1）及び同説明書, 海洋地質図, 35号, 地質調査所 

 (22)海上保安庁水路部(1980)：沿岸の海の基本図（20万分の1）海底地質構造図「三番瀬」  

 (23)海上保安庁水路部(1976)：沿岸の海の基本図（20万分の1）海底地質構造図「鳥取沖」  

 (24)海上保安庁水路部(1980)：沿岸の海の基本図（20万分の1）海底地質構造図「島後堆」 

 (25)海上保安庁水路部(1978)：沿岸の海の基本図（20万分の1）海底地質構造図「見島北方」 

 (26)海上保安庁水路部(1978)：沿岸の海の基本図（20万分の1）海底地質構造図「見島沖」 

 (27)海上保安庁水路部(1987)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「隠岐北部」  

 (28)海上保安庁水路部(1993)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「余部埼」  

 (29)海上保安庁水路部(1992)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「鳥取」 

 (30)海上保安庁水路部(1995)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「江津」 

 (31)海上保安庁水路部(1996)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「浜田」 

 (32)海上保安庁水路部(1995)：沿岸の海の基本図（5万分の1）海底地形図・海底地質構造図及び調査報告「須佐」 

 (33)松田時彦（1975）：活断層から発生する地震の規模と周期について，地震，第2輯，第28巻，pp.269-283 

 (34)独立行政法人 防災科学技術研究所：広帯域地震観測網(F-net)，http://www.fnet.bosai.go.jp/top.php 

 (35)村松郁栄（1969）：震度分布と地震のマグニチュードとの関係，岐阜大学教育学部研究報告，自然科学，第4巻，第3号，
pp.168-176 

 (36)勝又護・徳永規一（1971）：震度Ⅳの範囲と地震の規模および震度と加速度の対応，験震時報，第36巻，第3，4号，pp.89-96 

 

 


	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑤62-73
	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑥74-80
	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑦81-91
	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑧92-95
	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑨96-98
	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑩99-104
	20210205_敷地周辺海域の地質・地質構造評価⑪105-109

